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第 24回 近畿ブロック業務研修会報告 
近畿ブロック地域理事 長浜赤十字病院 奥出隆夫 
 
開催日時：平成 28 年 1 月 30 日（土）～31 日（日） 
開催場所：姫路赤十字病院及び姫路キャッスルグランヴィリオホテル 
 
 
 
日本で最初にユネスコの世界遺産に登録され、昨年 3 月に 5 年半に渡る改修工事を終えたくさん
の観光客が訪れる国宝姫路城。今年度の近畿ブロック研修会はこの地、姫路赤十字病院にて開催さ
れ 13 施設から 91 名の参加がありました。 
 
  
姫路城 姫路赤十字病院 
今年の開催テーマは「各施設間での情報の共有化」です。 
1 日目、講演は全国他の各ブロックと同様に日本赤十字診療放射線技師会の新ホームページについ
て、日本赤十字診療放射線技師会広報担当の荒井理事より分かりやすい説明があり、その後姫路赤
十字病院放射線科内の施設見学がありました。 
 
  
荒井理事 施設見学 
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グループワークでは、昨年のブロック研修に引き続き、部門別ミーティングが開催されました。昨
年の検討部門の中から引き続き「一撮影部門」「CT部門」と、今年は新たに「乳房撮影部門」「医用画
像情報部門」が加わった４部門にて、各施設の担当者より技術的課題や診療運用問題点など活発な討
議が行われ、各施設の情報を共有する事ができました。部門別ミーティングに並行して、施設代表者
会議も開催され、各施設での問題点の協議が持たれました。 
一般撮影部門 
CT 部門 医用画像情報部門 
乳房撮影部門 施設代表者会議 
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夕方からは会場を病院会議室からホテルに移し、情報交換会が開催されました。各テーブルとも施設
の垣根を超えさらなる意見の交換が持たれました。 
2 日目は、会員研究発表が若手を中心に 8 演題ありました。その後、参加型の研修会を目指し「CT，
MRI 検査時の造影剤の血管内投与後の抜針・止血の行為について」として、姫路赤十字病院看護部の協力
にて、静脈路抜針に関する基本知識のレクチャーと抜針の実習が行われました。 
抜針実習 
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研修会プログラム 
1 月 30 日（土）1 日目 
会場：姫路赤十字病院 
12：30 受付開（管理棟 5F 大会議室） 
13：00 開会式 
13：10 「日赤放射線技師会ホームページの活用について」 
日本赤十字社診療放射線技師会  常任理事  荒井  一正 
14：00 施設見学（病院内の放射線科部門の説明） 
15：15 施設代表者会議（管理棟 5F 第 2・第 3 会議室） 
部門別ミーティング（管理棟 5F 大会議室） 
【題目】 
1．一般撮影部門 
2．CT 部門 
3．医療情報部門 
4．乳房撮影部門（乳房撮影室） 
17：00 姫路キャッスルグランヴィリオホテルへ移動(シャトルバス 30 分程度) 
18：30 情報交換会（姫路キャッスルグランヴィリオホテル） 
1 月 31 日（日）2 日目 
会場：姫路キャッスルグランヴィリオホテル 
8：30 受付 
9：00 会員研究発表 
1．「FPDを用いた胸部Ⅹ線撮影の適切な撮影線量の検討」 
神戸赤十字病院 福嶋 英人 
2．「患者説明用の表面被ばく線量の再評価について」 
大津赤十字病院 藤川 沙凡 
3．「CRと FPDにおける解像特性の比較検討」 
京都第二赤十字病院 渡利 信也 
4．「乳房撮影装置更新に伴う初期検討」 
長浜赤十字病院 寺村 理沙 
5．「DMQC ファントムの CNRが変化する要因」 
大阪赤十字病院 皆吉 福子 
6．「CT装置における新型検出器の性能評価」 
大津赤十字病院 蓮本 亨佑 
7．「MRI撮影における機能性肌着の成分と発熱の関係」 
神戸赤十字病院 小川 宗久 
8．「当院における診断用Ⅹ線防護衣の管理について」 
姫路赤十字病院 内海 武彦 
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10：40 「CT、MRI 検査時の造影剤の血管内投与、投与後の抜針・止血の行為について」の講演・
実習 
11：30 ランチョンセミナー（株式会社日立メディコ） 
12：10 閉会式 
次期開催担当病院挨拶 
大阪赤十字病院 技師長 福田 浩士 
